
●�年少人口割合と老年人口割合が平成７年頃を境に逆転しており、少子化と高齢化が同時に進展していること
が分かる。
●�また、「生産年齢人口」、「年少人口」の減少により「老年人口」の割合が増加し、人口が最も多かった昭和
50年に7.5％だった「老年人口」の割合が、令和７年には35.2％にまで増加するなど、少子化及び高齢化
が引き続き進行することが予想される。

図表２　年齢３区分別人口の推移

年少人口
(0～14歳 )

生産年齢人口
(15～64歳 )

老年人口
(65 歳以上 )

(注1)市町村合併の旧町の人口を含む。
(注2)令和7年の割合は、令和2年国勢調査人口を基にした推計人口により算出
 (出典：長崎市「統計年鑑」ほか)
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